
４
年
で
こ
こ
ま
で
変
わ
り
ま
し
た

�大阪平野が一望できるポ
ケットパーク（写真上）
�「里山保全活動・かぐや
の里」の皆さん（写真右）

市
で
は
、「
地
域
を
大
切
に
し
た
い
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
活
動
し
て
い
る
団
体
の
夢
を
実
現
す

る
た
め
、助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
の
助
成
団
体
か
ら
「
里
山
保
全

活
動
・
か
ぐ
や
の
里
」、豊
か
な
環
境
創

造
基
金
の
助
成
団
体
か
ら
「
木
の
実
保

育
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

近
鉄
石
切
駅
か
ら
東
へ
約
１

�
、
生
駒
山
中
腹
に
あ
る
辻
子

谷
へ
向
か
っ
た
先
に
「
か
ぐ
や

の
里
」
が
あ
り
ま
す
。

「
里
山
保
全
活
動
・
か
ぐ
や

の
里
」
は
、
竹
や
雑
木
が
立
ち

枯
れ
、
５０
年
以
上
も
放
置
さ
れ

て
い
た
山
を
『
里
山
の
原
風
景

を
取
り
戻
そ
う
』
と
地
元
住
民

が
呼
び
か
け
て
平
成
２０
年
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
竹
や
雑
木
の

間
伐
・
除
伐
は
、
市
内
か
ら
集

ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も

あ
っ
て
順
調
に
進
み
、
う
っ
そ

う
と
暗
か
っ
た
山
に
明
る
さ
が

戻
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
民
や
ハ
イ
キ
ン

グ
に
訪
れ
た
人
の
憩
い
の
場
と

な
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

助
成
金
を
活
用
し
て
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
を
整
備
し
、
季
節
を
通

じ
て
楽
し
め
る
四
季
折
々
の
花

も
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
も
自
然
の
大
切
さ
や

農
作
物
を
収
穫
す
る
喜
び
を
伝

え
よ
う
と
、
竹
細
工
作
り
や
野

菜
の
植
え
付
け
な
ど
も
し
て
い

ま
す
。

結
成
当
初
１７
人
だ
っ
た
会
員

数
は
現
在
３７
人
に
増
え
、
会
員

の
桝
谷
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ち
を

も
っ
と
良
く
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
が
人
と
人
と
の
交
流

を
生
み
、
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
も
深
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
手
で
積
極
的
に
地
域
の
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
団
体
は
、

市
の
助
成
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

※
４
・
５
面
に
続
く
。

◇
問
合
せ
先

▽
ま
ち
づ
く
り
活
動
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
３
５
０
、�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
２

▽
環
境
の
改
善
活
動
�
環
境

企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
９
８
、�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
８

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
木
の
実

保
育
園
で
は
平
成
２０
年
度
か
ら

豊
か
な
環
境
創
造
基
金
を
活
用

し
て
、
生
き
物
が
生
息
す
る
こ

と
が
で
き
る
ビ
オ
ト
ー
プ
池
や

水
田
作
り
、
壁
面
果
樹
園
、
園

庭
の
芝
生
化
な
ど
の
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
地
球
温
暖
化
を

抑
制
す
る
た
め
、
水
が
気
化
す

る
際
に
周
辺
の
熱
を
奪
い
気
温

を
下
げ
る
現
象
を
利
用
し
た
ミ

ス
ト
装
置
を
設
置
。夏
場
に
は
、

細
か
い
霧
状
の
ミ
ス
ト
が
暑
さ

解
消
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ス
ト
の
散
布
を
通
し

て
、
木
の
役
割
や
水
の
起
源
な

ど
を
園
児
の
み
で
な
く
保
護
者

や
地
域
住
民
ら
に
も
伝
え
、
環

境
へ
の
意
識
向
上
も
図
っ
て
い

ま
す
。 �ミストにふれて喜

ぶ園児（写真左）
�多くのつるがはっ
ている壁面果樹園（写
真上）

２介護保険料を引き上げ

３保健所・センターだより

４・５まちづくり・環境の改善活動を応援

６・７・８お知らせコーナー

■人 口：508，111人
■世帯数：219，687世帯（平成24年3月1日現在）

木の実保育園
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里山保全活動・かぐやの里

人人のの輪輪がが広広ががるるままちちへへ

環境の改善活動

まちづくり活動

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
き
、
平
成
２４
年
４
月
か
ら
３
年
間
の

第
５
期
介
護
保
険
料
（
介
護
保
険
第
１
号
被
保

険
者
〈
６５
歳
以
上
の
方
〉
）
を
次
の
と
お
り
改
定

し
ま
し
た
。

基
準
額
を
改
定
し

所
得
段
階
を
１１
段
階
へ

平
成
２１
年
か
ら
３
年
間
の
第

４
期
介
護
保
険
料
は
、
５
万
７

２
１
６
円（
年
額
）を
基
準
に
、

所
得
に
応
じ
て
１０
段
階
に
分
け

て
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
（
表
�
参
照
）。

今
回
の
見
直
し
で
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
険
料

の
負
担
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
低
所

得
者
の
保
険
料
負
担
に
配
慮
し

つ
つ
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
保
険
料

賦
課
を
図
る
た
め
、
所
得
段
階

を
１１
段
階
に
細
分
化
す
る
と
と

も
に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金

や
財
政
安
定
化
基
金
の
取
り
崩

し
を
行
う
こ
と
で
、
保
険
料
の

上
昇
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
５
期

介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
年
額

６
万
４
６
２
０
円
（
月
額
５
３

８
５
円
）
と
な
り
ま
す
（
表
�

参
照
）。

【
介
護
保
険
料
上
昇
の
お
も

な
要
因
】

▽
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加

に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
お
よ

び
利
用
量
の
増
加

▽
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ

▽
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に

伴
う
保
険
料
増
加
分
軽
減
措
置

（
国
か
ら
の
特
例
交
付
金
）
が

継
続
さ
れ
な
い
こ
と

▽
第
１
号
被
保
険
者
（
６５
歳

以
上
）
の
保
険
給
付
費
の
負
担

割
合
が
２０
％
か
ら
２１
％
に
変
更

住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、
今
ま
で
以
上
に
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
、

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
支
え

る
制
度
と
し
て
適
正
に
介
護
保

険
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
定

め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
内
に
は
１９
か
所
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

介
護
保
険
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
や
情
報
の
提
供
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め

の
総
合
的
な
相
談
、
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
�
高
齢
介
護
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
８

▽
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
�
介

護
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
８
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
１
４

▽
介
護
保

険
の
給
付
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
�
給
付
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）
３
１
８
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
４

▽
介
護
認
定
に
つ
い
て
�
介
護

認
定
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
９
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
４

高
齢
者
に
幼
児
と
の
入
浴

や
団
ら
ん
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
高
齢
者
を
は
じ
め

高
齢
者
と
い
っ
し
ょ
に
市
内

の
公
衆
浴
場
を
利
用
す
る
幼

児
の
料
金
を
割
引
す
る
「
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
入
浴
」
を
毎

月
１５
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
日

毎
月
１５
日

※
天
候
が
悪
い
と
き
は
翌

日
も
実
施
。

◇
対
象
・
入
浴
料

▽
市

内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方
�

大
人
４
１
０
円
が
２
１
０
円

に

▽
市
内
在
住
の
６５
歳
以

上
の
方
と
就
学
前
幼
児
�
４

７
０
円（
大
人
＋
小
人
６０
円
）

が
２
４
０
円
に

◇
利
用
方
法

浴
場
で「
ふ

れ
あ
い
入
浴
券
」（
健
康
保
険

証
な
ど
で
年
齢
を
確
認
）
の

交
付
を
受
け
、
実
施
日
に
料

金
を
支
払
っ
て
直
接

◇
問
合
せ
先

高
齢
介
護

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

８
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
８

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援

す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
３
月
３０
日
ま
で
市
内
１０

か
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
計

２
５
１
１
万
４
２
１
４
円
の
義
援
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

し
て
全
額
を
被
災
地
へ
送
金
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。◇

問
合
せ
先

政
策
調
整
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
０
１
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）
３
８

４
７

市
で
は
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
、
次
の
３
つ
の
事
業
を

行
う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

生
活
援
助
員
派
遣
事
業
者

市
営
稲
田
鷺
島
住
宅
内
の

高
齢
者
世
話
付
住
宅（
シ
ル
バ

ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）
へ
生
活
援

助
員
を
派
遣
す
る
事
業
を
行

う
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象

介
護
、
高
齢
者

福
祉
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、Ｅ
地
域
に
事
業
所（
施

設
）
が
あ
る
法
人

◇
申
込
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書

類
を
添
え
て
５
月
７
日
�
〜

１１
日
�
に
直
接

※
要
項
や
申
請
書
は
４
月

１６
日
�
か
ら
高
齢
介
護
課
で

配
布
。

街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス

運
営
事
業
団
体

市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者

に
地
域
の
身
近
な
施
設
を
利

用
し
て
、
住
民
参
加
に
よ
る

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
運
営

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
次
の
中
学
校
区

で
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
を
運

営
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

◇
中
学
校
区

縄
手
北
、

縄
手
南
、
池
島
、
玉
川
、
花

園
、
小
阪
、
弥
刀
、
柏
田

◇
申
込
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書

類
を
添
え
て
５
月
１６
日
�
〜

１８
日
�
に
直
接

※
要
項
や
申
請
書
な
ど
は

４
月
２３
日
�
か
ら
高
齢
介
護

課
で
配
布
。

介
護
老
人
保
健
施
設
の

整
備
法
人

介
護
老
人
保
健
施
設
を
平

成
２４
年
度
に
着
工
し
、
２５
年

度
中
に
開
設
、
運
営
す
る
民

間
の
社
会
福
祉
法
人
ま
た
は

医
療
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

◇
区
域

市
内
全
域

◇
規
模

１
０
０
床

◇
選
考
方
法

書
類
審
査
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◇
申
込
方
法

申
請
書
に

必
要
事
項
を
書
き
、
必
要
書

類
を
添
え
て
６
月
２５
日
�
〜

２９
日
�
に
直
接

※
要
項
や
申
請
書
は
４
月

２３
日
�
か
ら
高
齢
介
護
課
で

配
布
。◇

◇

※
要
項
や
申
請
書
な
ど
は

そ
れ
ぞ
れ
の
配
布
日
か
ら
申

込
期
限
ま
で
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

高
齢
介
護
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
８
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
８

表① 第４期（平成２１年度～２３年度）介護保険料

特例交付金交付による軽
減後の介護保険料（年額）

２８，６０８円

２８，６０８円

４２，９１２円

４９，７７７円

５７，２１６円

６４，０８１円

７１，５２０円

８５，８２４円

１００，１２８円

１１４，４３２円

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第１０段階

表② 第５期（平成２４年度～２６年度）介護保険料
保険料

月額

２，６９３円

２，６９３円

３，７７０円

４，０３９円

４，６８５円

５，３８５円

６，０３２円

６，７３２円

８，０７８円

９，６９３円

１１，８４７円

年額

３２，３１０円

３２，３１０円

４５，２３４円

４８，４６５円

５６，２１９円

６４，６２０円

７２，３７４円

８０，７７５円

９６，９３０円

１１６，３１６円

１４２，１６４円

割合

基準額×０．５０

基準額×０．５０

基準額×０．７０

基準額×０．７５

基準額×０．８７

基準額

基準額×１．１２

基準額×１．２５

基準額×１．５０

基準額×１．８０

基準額×２．２０

対 象

�生活保護を受給している方
�世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受給している方

本人の「合計所得金額」と「公的年金等収入額」
の合計額が年間８０万円以下の方

本人の「合計所得金額」と「公的年金等収入額」
の合計額が年間８０万円を超え１２０万円以下の方

上記（第２段階、第３段階）以外の方

本人の「合計所得金額」と「公的年金等収入額」
の合計額が年間８０万円以下の方

上記（第５段階）以外の方

本人の「合計所得金額」が１２５万円未満の方

本人の「合計所得金額」が１２５万円以上２００万円未満の方

本人の「合計所得金額」が２００万円以上４００万円未満の方

本人の「合計所得金額」が４００万円以上６００万円未満の方

本人の「合計所得金額」が６００万円以上の方

同じ世帯に
いる方全員
が市民税非
課税

同じ世帯に
市民税課税
者がいる

本
人
が
市
民
税
非
課
税

本
人
が
市
民
税
課
税

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階
（特例）

第４段階

第５段階
（特例）

第６段階
（基準額）

第７段階

第８段階

第９段階

第１０段階

第１１段階

高高
齢齢
者者
のの
生生
活活
をを
支支
ええ
るる
たた
めめ
にに

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

皆
さ
ん
の
真
心
を
被
災
地
へ

介介
護護
保保
険険
料料
をを
引引
きき
上上
げげ

介護老人保健施設などの
運営事業者を募集

高齢者が安心して暮らせるまちへ

高齢者ふれあい入浴

毎月１５日は割引

（２）平成２４年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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２歳児歯科健康相談

�時�所�５月２日��西保健センター
�２１日��東保健センター �２２日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２２年５
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�５月１日�午前９時２０分～１０
時�西保健センター �２日�午前９
時３０分～１０時３０分、８日�午後１時３０分
～２時３０分�中保健センター �１０日
�午後１時３０分、午後２時�東診療所
（申込みは東保健センターへ） �内�対
�肺がん検診�市内在住の４０歳以上の
方 �結核検診�市内在住の６５歳以上
の方 �定各３０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�５月２日�午前１０時～１１時
３０分�西保健センター・ママのティー
タイム、講話 �９日�午前１０時～１１
時１５分�中保健センター・みんなでお
しゃべり �１８日�午前１０時～１１時�
東保健センター・子育てを語ろう ※

おやつ代１組２００円とお茶が必要。

�対市内在住のふたご、みつごを妊娠・
出産している方とその子ども ※初参

加者は前日までに要申込。

�問東・中・西保健センター

おもしろ健康楽会

生活習慣を見直しませんか。 �時４月
～８月の第３木曜日午後１時３０分～３

時３０分（計５日間） �定３０人（申込先着順）
�内簡単カロリー計算、体内年齢測定、
運動実技、血液検査結果の見方など

�所�申�問中保健センター

マタニティマークキーホルダー・

便色カードを配布

４月１日か

らバッグなど

に付けるマタ

ニティマーク

キーホルダー

（写真）を母

子健康手帳の

交付時に配布

しています。マタニティマークは、周

囲の人に自分が妊婦であることを認識

してもらうためのものです。このマー

クを付けている方を見かけたら、公共

交通機関での座席の優先、受動喫煙防

止などの協力をお願いします。

また、胆道閉鎖症などの早期発見お

よび早期治療のため、生後１か月前後

の便色異常を保護者が参照できる便色

カードを母子健康手帳に添付すること

になりました。４月１日以降に交付す

る母子健康手帳にとじ込んでいます。

現在妊娠中でマタニティマークキー

ホルダーや便色カードの使用希望者は、

保健センターへお越しください。

�問健康づくり課

お昼ごはんのつどい

調理実習と試食、健康学習、体操実

習などを行います。 �時４月２６日�午前
１０時３０分～午後２時 �対市内在住の６５
歳以上の方 �定２４人（申込先着順） �料
５００円（保険料が別途必要） �持動きやす
い服・靴、エプロン、三角巾、手ふき、

筆記用具 �申４月２０日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

理想のBODYを手に入れる講座

�時４月２７日�、５月１１日�、６月１
日�、７月６日�、８月３日�午後１
時３０分～３時３０分（計５日間） �対６５歳
未満でメタボや肥満、高血圧、血糖値

が気になる方 ※治療中・運動制限の

ある方を除く。 �定２４人（申込先着順）
�内家庭でもできる運動の紹介、食事を
おいしくヘルシーに変える方法など

�持動きやすい服・靴、お茶、筆記用具
�所�申�問西保健センター

楽しく続ける�ダイエット応援塾

�時５月１４日�、２８日�、６月２８日�、
７月２３日�、８月２７日�午前９時３０分
～１１時４５分（計５日間） �対市内在住の
７０歳未満でＢＭＩが２３．０以上の方 ※

ＢＭＩ�体重（�）÷身長（	）÷身長
（	）。 �定３０人（申込先着順） �申講座
名、住所、氏名、生年月日、電話・フ

ァクス番号を５月１１日�までに電話ま
たはファクスで（Ｅメール、直接も可）

�所�申�問東保健センター �higashi
hoken@city.higashiosaka.lg.jp

成人歯科健診の対象を拡充

市では、４０歳から７０歳までの５歳刻

みの節目年齢の方を対象に成人歯科健

診を実施していましたが、４月から対

象を８０歳までに拡充しました。該当年

齢期間中１回限り無料で受けられます

ので、ぜひご利用ください。 �対市内在
住の４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５

歳、７０歳、７５歳、８０歳の方 �内問診、
口腔内診査、歯科保健指導 �持健康保
険証 ※健診の結果、処置などが必要

となった場合、料金は受診者の自己負

担（保険診療）となります。 �申市内
の取扱歯科医療機関へ電話で（市の成

人歯科健診を希望する旨をお伝えくだ

さい） ※取扱歯科医療機関一覧は市

ウェブサイトをご覧ください。

�問健康づくり課

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワク

チン、小児用肺炎球菌ワクチンの費用

助成（全額）を来年３月３１日まで延長

します。

ワクチンの接種は任意ですので、医

師に相談し、予防接種の効果や接種に

よって引き起こされる症状（副反応）

などを充分理解したうえで、接種を受

けてください。

助成対象や接種回数などは表のとお

りです。取扱医療機関は、市ウェブサ

イトをご覧いただくか、お問合せくだ

さい。

�問�健康づくり課 �東・中・西保
健センター

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
と
き
や
会
社
を
辞
め
て

社
会
保
険
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き
、
生
活
保
護
を
受

け
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
必

ず
１４
日
以
内
に
国
保
加
入
の

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
年

金
受
給
者
は
、
年
金
証
書
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

１４
日
以
内
に
届
出
を
す
る

と
、
以
前
の
健
康
保
険
か
ら

継
続
し
て
保
険
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
１４
日
を
過

ぎ
る
と
届
出
日
か
ら
の
給
付

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
険
証

が
な
い
期
間
の
医
療
費
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
加
入
届
が
遅
れ
て

も
以
前
加
入
し
て
い
た
健
康

保
険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た

日
ま
で
遡
り
、
最
大
２
年
間

の
保
険
料
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国

保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
後

に
、
国
保
の
保
険
証
で
医
療

機
関
に
か
か
る
と
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
の
返
還
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

平
成
２３
年
度
の
保
険
料
を

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、

至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で

は
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
の
た
め
に
納
付
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

日
の
納
付
相
談
が
困
難
な
方

や
市
役
所
本
庁
舎
に
来
ら
れ

な
い
方
の
た
め
、
次
の
と
お

り
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
と

出
張
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

（
電
話
相
談
不
可
）。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日


４
月

２８
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
２９
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

▽
夜
間


４
月
２６

日
�
、
２７
日
�
午
後
５
時
３０

分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室

保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

４
月
２７
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布

施
駅
前
）

◇

◇

◇
持
ち
物

保
険
料
決
定

通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
通

知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者

番
号
が
わ
か
る
も
の
、
印
鑑

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

接種回数と間隔

６か月の間に３回

【生後２か月～７か月未満】
初回免疫�４週間～８週間の間隔で３回
追加免疫�初回免疫のおおむね１年後に１回

【生後７か月～１２か月未満】
初回免疫�４週間～８週間の間隔で２回
追加免疫�初回免疫のおおむね１年後に１回

【１歳～５歳未満】１回

【生後２か月～７か月未満】
初回免疫�２７日以上の間隔で３回
追加免疫�初回免疫後６０日以上の間隔で１歳以降に１回

【生後７か月～１２か月未満】
初回免疫�２７日以上の間隔で２回
追加免疫�初回免疫後６０日以上の間隔で１歳以降に１回

【１歳児】６０日以上の間隔で２回
【２歳～５歳未満】１回

（※）平成２３年度中に初回または２回目の接種を受け、平成２４年度中に残りの回数を接種する場合は、高校２年生に相当する
年齢の方でも助成対象となります。

助成対象

中学校１年生から高校１年生に
相当する年齢の女子（※）

生後２か月～５歳未満の子ども

生後２か月～５歳未満の子ども

ワクチンの種類

子宮頸がん予防
ワクチン

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌
ワクチン

転
入
や
会
社
を
辞
め
た
と
き
な
ど

国
保
加
入
の
届
出
は

１４
日
以
内
に

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

平
成
２３
年
度
保
険
料

けい

子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン

ま
だ
の
方
は
納
め
て
く
だ
さ
い

助成を延長します

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１５日（３）
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近畿大学記念会館�
�

至
俊
徳
道
駅�

N

東上小阪�
バス停�
� 東上小阪�

バス停�

近畿大学�

近畿�
大学�

布施工科�
高校�

出入口�

上小阪配水場�

巨摩橋鏡通�

至
中
央
環
状
線�

近
畿
大
学�

グ
ラ
ウ
ン
ド�

宝持�

宝持南�
近畿大学記念館�
�

至
俊
徳
道
駅�

至
中
央
環
状
線�

至八戸ノ里駅�
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地域まちづくり活動助成金・豊かな環境創造基金

合 同 説 明 会

あさひっこ

【親子でふれあい＆ダンス】
とき・ところ・定員 �４月２４日
��孔舎衙公民分館・１０組（申込先着
順） ※抱っこひもが必要。 �４月
２７日��あさひっこ（旭町子育て支
援センター）・１２組（申込先着順）

☆いずれも午前１０時～１１時 対象
０歳児とその保護者

【口がぱくぱく動くひよこ作り】
とき ４月２５日�午前１０時～１１時
ところ あさひっこ 対象 １歳以

上の乳幼児とその保護者 定員 １０

組（申込先着順）

【おもちゃの病院】
とき ４月２６日�午後２時～３時

３０分 ところ あさひっこ 持ち物
壊れたおもちゃ ※申込不要。

◇ ◇

申込方法 ４月１７日�午前１０時か
ら電話で

■申込み・問合せ先 あさひっこ

０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【よちよちタイム】
とき ４月２０日�午後１時３０分～
３時３０分、４月２３日�・５月７日�午
前９時３０分～１１時３０分 対象 よち

よち歩きの１歳児とその保護者 ※

申込不要。

【ママと赤ちゃんのハッピータイ
ム】
とき ４月２３日�、２７日�、５月
７日�午後１時３０分～２時３０分（計
３日間） 対象 ２か月～６か月の乳

児とその保護者 定員 ２０組（申込先

着順） 申込方法 ４月１６日�午後

１時から電話で

【保育付き面接相談デー】
子育ての悩みや不安を相談しませ

んか。 とき ４月２０日�午前１１時
３０分～午後０時３０分、２５日�午前１１
時１０分～午後０時１０分 申込方法
４月１７日�午前１０時から電話で
【簡単�こいのぼりを作ろう】
とき ４月２７日�午前１０時～１１時

３０分 対象 ２歳以上の幼児とその

保護者 定員 ２５組（申込先着順）

申込方法 ４月１８日�午前１０時から
電話で

【シールを貼って遊ぼう】
とき ５月２日�午前１０時～１１時
対象 １歳児とその保護者 定員
２５組（申込先着順） 申込方法 ４

月１８日�午後１時から電話で
◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 荒

本子育て支援センター ０６（６７８８）

１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【わんぱくタイム】
ボールプールやおもちゃなどで自

由に遊んだあと、ペープサートを見

たり体操をしたりします。 とき
４月２０日�午後１時３０分～４時 と
ころ 鴻池子育て支援センター 対
象 ３歳以上の未就園児とその保護

者 ※申込不要。

【遠足に行こう】
とき ４月２７日� ☆鴻池スカイ

ランドに午前１０時３０分集合、現地で

正午ごろ解散 対象 就学前乳幼児

とその保護者 持ち物 弁当、お茶、

おしぼり、敷物、着替えなど 申込
方法 ４月１６日�～２５日�午前１０時
３０分～午後５時に電話または直接

【牛乳パックでイスを作ろう】
とき ５月１１日�午前９時３０分～

１１時３０分 ところ 鴻池子育て支援

センター 対象 就学前乳幼児とそ

の保護者 定員 ８組（抽選） 料
金 ５０円 持ち物 １�の牛乳パッ
ク５個、布 申込方法 ４月２７日�
午後１時３０分～５時に電話で

◇ ◇

■申込み・問合せ先 鴻池子育て

支援センター ０６（６７４８）８２５１、�０６
（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【こいのぼりを作ろう】
とき ４月２３日�午前１０時～１１時
対象 ２歳以上の幼児とその保護者

定員 ２０組（申込先着順） 申込方
法 ４月１６日�午後１時から電話で
【「ママ、シー」と言えるまで（お
むつはずれ）】
とき ４月２７日�午前１０時～１１時
対象 ２歳以上の幼児とその保護者

定員 １５組（申込先着順） 申込方
法 ４月２０日�午後１時から電話で
【親子で遊ぼう�いないいないば
ぁ】
とき ５月１１日�午前１０時～１１時
対象 １歳児とその保護者 定員
１５組（申込先着順） 申込方法 ４

月２７日�午後１時から電話で
【よっといで広場】
親子で楽しく遊びます。火曜日は

発達相談員が子育ての相談にも応じ

ます。 とき 火・木曜日午前９時

３０分～午後４時、土曜日午前９時３０

分～１１時３０分 対象 就学前乳幼児

とその保護者 ※申込不要。

【赤ちゃんタイム】
親子のふれあい遊びもします。

とき 水曜日午後１時３０分～４時

対象 未歩行の０歳児とその保護者

※申込不要。

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 長

瀬子育て支援センター ０６（６７２８）

１８００、�０６（６７２８）２４１３

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
環
境
の
改

善
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
市
の
助
成

制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に

し
て
い
く
た
め
、
地
域
で
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
団
体

に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◇
助
成
の
対
象

次
の
す
べ

て
に
当
て
は
ま
る
団
体

▽
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、

会
員
の
過
半
数
が
市
内
在
住
、

通
勤
、
通
学
（
い
ず
れ
か
）

▽
非
営
利
の
公
益
的
な
活
動

を
し
て
い
る

▽
会
則
な
ど
を
定
め
て
い
る

▽
企
画
し
た
事
業
の
完
了
ま

で
遂
行
で
き
る

◇
助
成
内
容
・
事
業

▽
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
助
成（
上

限
１０
万
円
）
	
立
ち
上
げ
て
５

年
以
内
の
団
体
が
行
う
ま
ち
づ

く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
事
業

▽
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成（
上

限
４０
万
円
・
対
象
経
費
の
８
割

以
内
）
	
お
お
む
ね
５
年
程
度

の
活
動
経
験
が
あ
る
団
体
が
活

動
を
拡
大
し
た
り
充
実
し
た
り

す
る
た
め
の
事
業

▽
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
助
成（
上

限
１
０
０
万
円
・
対
象
経
費
の

５
割
以
内
）
	
住
民
や
企
業
な

ど
、
複
数
の
団
体
が
協
働
し
な

が
ら
市
全
体
に
発
展
し
て
い
く

よ
う
な
事
業

▽
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
調

査
研
究
助
成
（
上
限
５０
万
円
・

対
象
経
費
の
８
割
以
内
）
	
来

年
度
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

助
成
に
申
請
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

や
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
な
ど
の
調
査
研
究
事
業

▽
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助

成
（
上
限
５
０
０
万
円
）
	
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
施
設
や
空
間
整
備
な
ど
の
ハ

ー
ド
事
業

※
ほ
か
の
公
的
な
助
成
を
受

け
て
い
な
い
な
ど
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

◇
申
込
方
法

事
前
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
５
月

７
日
�
ま
で
に
直
接

※
手
引
き
や
事
前
申
込
書
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配

布
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）３
３
５
０
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
２

地
球
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減

や
地
域
環
境
の
改
善
な
ど
、
豊

か
な
環
境
を
創
造
す
る
事
業
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
な

ど
が
行
う
環
境
に
関
す
る
活
動

な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◇
対
象
事
業

�
公
共
的
な
施
設
に
事
業
者

団
体
な
ど
が
太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
の
環
境
に
配
慮
し
た
設
備

を
設
置
す
る
事
業

�
市
内
の
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
が
単
独
で
行
う

（
市
立
は
除
く
）
ま
た
は
住
民

と
協
働
で
行
う
環
境
教
育
事
業

	
市
民
団
体
、
事
業
者
団
体

な
ど
が
実
施
す
る
環
境
に
関
す

る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
や
河
川
浄
化

活
動
な
ど
で
先
進
的
な
事
業

※
個
人
や
企
業
の
単
独
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
補
助
金
額
・
募
集
件
数

▽
�
上
限
５０
万
円
（
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
）
	
２
件

程
度▽

�
	
１
団
体
２０
万
円
以
内

	
１０
件
程
度

◇
申
請
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
５
月
１
日

�
〜
６
月
８
日
�
に
直
接

※
申
請
書
は
環
境
企
画
課
で

配
布
。
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

豊
か
な
環
境
創
造
基
金

活
用
団
体
成
果
発
表
会

平
成
２３
年
度
の
豊
か
な
環
境

創
造
基
金
を
活
用
し
た
団
体
に

よ
る
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２１
日


午
前

１０
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

１８
階
研
修
室

◇
定
員

３０
人
（
当
日
先
着

順
）

寄
付
に
ご
協
力
を

豊
か
な
環
境
創
造
基
金
に
賛

同
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
寄
付

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
寄
付

を
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
は
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

環
境

企
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
９
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

市
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
活

動
助
成
金
や
豊
か
な
環
境
創

造
基
金
な
ど
の
助
成
制
度
を

活
用
し
て
、
夢
を
実
現
さ
せ

ま
せ
ん
か
。

効
果
的
な
事
業
企
画
や
活

動
計
画
を
つ
く
る
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
す
。

◇
と
き

５
月
９
日
�
午

後
７
時
〜
９
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
研
修
室

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

◇
内
容

事
業
や
活
動
を

成
功
さ
せ
る
た
め
の
心
構
え
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
て
方
、

広
報
の
仕
方
な
ど

◇
講
師

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ひ
ら
か
た
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
副
理
事
長
・
渡
邊

宏
二
さ
ん
（
写
真
）

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に

講
座
名
、
氏
名
、
団
体
名
、

団
体
の
所
在
地
、電
話
番
号
、

手
話
通
訳
の
有
無
を
書
い
て
、

５
月
１
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
（
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）３
３
５
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
２
、
Ｅ
メ
ー
ルn

p
o�
s

h
im
in
@
city
.h
ig
a
s

h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

地域まちづくり活動助成金と豊かな環境創造基金

の概要を説明します。

とき ４月２１日
午後１時～２時（地域まちづくり
活動助成金のみ）、４月２６日�午後７時～８時３０分
※２１日は午前１０時から正午まで平成２３年度の豊かな

環境創造基金を活用した団体による成果発表会もあ

ります。 ところ 市役所本庁舎１８階研修室

■問合せ先 �ＮＰＯ・市民活動支援課 ０６（４３０９）

３３５０、�０６（４３０９）３８１２ �環境企画課 ０６（４３０９）

３１９８、�０６（４３０９）３８１８

星
を
み
る
会

月
や
金
星
、
火
星
、
土
星
、

春
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２９
日
�
午

後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

※
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
行
事
の
み
。
小

学
生
以
下
の
み
の
参
加
不
可
。

申
込
不
要
。

こ
ど
も
の
日
ゆ
め
劇
場

メ
リ
ー
ち
ゃ
ん
の
マ
ジ
ッ

ク
＆
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
を
上

演
し
ま
す
。

◇
と
き

５
月
５
日
�
▽

午
前
１１
時
か
ら

▽
午
後
０

時
１５
分
か
ら

▽
午
後
１
時

１５
分
か
ら

▽
午
後
２
時
３０

分
か
ら

※
上
演
は
各
約
３０
分
。

◇
定
員

各
１
８
９
人（
当

日
先
着
順
）

子
ど
も
文
化
劇
場

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ

る
人
形
劇
「
う
さ
ぎ
の
お
う

ち
」「
ゴ
リ
ラ
の
パ
ン
や
さ
ん
」

を
上
演
し
ま
す
。

◇
と
き

５
月
６
日
�
▽

午
前
１１
時
か
ら

▽
午
後
２

時
３０
分
か
ら

※
上
演
は
各
１
時
間
。

◇
定
員

各
１
８
９
人

◇
料
金

４
歳
以
上
３
０

０
円
（
３
歳
以
下
も
座
席
が

必
要
な
場
合
は
有
料
）

※
ド
リ
ー
ム
２１
で
発
売
中

（
電
話
予
約
も
可
）。

も
の
づ
く
り
教
室

親
子
で
陶
芸
作
品
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

▽
Ａ
コ
ー
ス
	

５
月
１２
日


・
１３
日
�
午
前

１０
時
〜
正
午
、
６
月
２
日



午
後
２
時
〜
４
時

▽
Ｂ
コ

ー
ス
	
５
月
１２
日


、
１３
日

�
、
６
月
３
日
�
午
後
２
時

〜
４
時

◇
対
象

全
日
程
参
加
で

き
る
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員

各
１０
組
２０
人（
市

内
在
住
・
在
学
を
優
先
し
て

抽
選
）

◇
料
金

１
組
１
０
０
０

円
◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
教
室
名
、
コ
ー
ス
名
、

住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学

年
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

４
月
２８
日


（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
（
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問

合
せ
先

〒
５７８
・
０
９
２
３

松
原
南
２
―

７
―

２１

ド
リ
ー

ム
２１

０
７
２
（
９
６
２
）

０
２
１
１
、
�
０
７
２
（
９

６
２
）
０
８
１
０
、
Ｅ
メ
ー

ルk
y
o
s
itu
@
d
rea
m

2
1
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.o

s
a
k
a
.jp

こ
ど
も
読
書
の
日
に
あ
わ

せ
て
、
市
立
図
書
館
で
は
幼

児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
い
ま
す
。

【
永
和
図
書
館
】

◇
と
き

４
月
２１
日


午

前
１１
時
〜
午
後
０
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
展

示
室◇

定
員

８０
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
内
容

お
は
な
し
、
大

型
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど

◇
問
合
せ
先

永
和
図
書

館

０
６（
６
７
８
１
）５
５

０
０
、
�
０
６（
６
７
８
４
）

５
６
３
０

【
旭
町
図
書
館
】

◇
と
き

４
月
２１
日


午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

東
保
健
セ
ン

タ
ー◇

定
員

５０
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
内
容

大
型
絵
本
、
絵

本
の
展
示
な
ど

◇
問
合
せ
先

旭
町
図
書

館

０
７
２（
９
８
２
）１
２

３
５
、
�
０
７
２（
９
８
４
）

６
０
７
９

【
花
園
図
書
館
】

◇
と
き

４
月
２８
日


午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
定
員

１
０
０
人
（
当

日
先
着
順
）

◇
内
容

大
型
絵
本
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
絵
本
の

展
示
・
紹
介
な
ど

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

花
園
図
書
館

０
７
２
（
９

６
５
）７
７
０
０
、�
０
７
２

（
９
６
５
）
９
２
１
２

【
大
�
分
室
】

◇
と
き

４
月
２８
日


午

後
２
時
〜
３
時
３０
分

◇
定
員

８０
人
（
当
日
先

着
順
）

◇
内
容

お
は
な
し
、
大

型
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

大


分
室

０
６
（
６
７

２
８
）
０
２
０
０
、
�
０
６

（
６
７
３
０
）
７
３
３
７

鴻
池
新
田
会
所
は
公
開
１５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
か
つ
て

の
東
大
阪
に
ふ
れ
ま
せ
ん
か
。

の

だ

て

野
点

満
開
の
つ
つ
じ
を
眺
め
な

が
ら
お
茶
を
楽
し
み
ま
す
。

◇
と
き

５
月
３
日
�
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
定
員

１
５
０
人
（
当

日
先
着
順
）

◇
料
金

３
０
０
円

※
入
館
料
（
小
・
中
学
生

２
０
０
円
、
高
校
生
以
上
の

方
３
０
０
円
）が
別
途
必
要
。

開
設
１
０
０
周
年

な
つ
か
し
い
鴻
池
新
田
駅

Ｊ
Ｒ
鴻
池
新
田
駅
の
開
設

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
、

写
真
や
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

◇
と
き

４
月
２１
日


〜

６
月
３
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時
（
入
館
は
午
後
３
時

３０
分
ま
で
）

※
入
館
料
が
必
要
。

河
内
木
綿
の
種
を
配
布

５
月
６
日
�
ま
で
の
入
館

者
に
、
鴻
池
新
田
会
所
で
収

穫
し
た
河
内
木
綿
の
種
を
配

布
し
ま
す
。

※
入
館
料
が
必
要
。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
問
合
せ
先

鴻
池
新
田
会
所

０
６（
６
７

４
５
）
６
４
０
９
、
�
０
６

（
６
７
４
４
）
７
４
９
８

上
小
阪
配
水
場
（
新
上
小

阪
２
―

１４
・
地
図
参
照
）で
は
、

配
水
池
を
囲
む
よ
う
に
約
１

５
０
０
本
の
つ
つ
じ
を
植
え
、

ゆ
っ
く
り
散
策
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
一
般
開
放
し

ま
す
の
で
、
春
の
訪
れ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

４
月
２３
日
�
〜

２９
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
雨
天
時
中
止
あ
り
）

※
各
日
先
着
で
粗
品
を
配

布
（
数
に
限
り
あ
り
）。

◇
行
き
方

▽
電
車
	
近

鉄
八
戸
ノ
里
駅
下
車
、
南
へ

約
１
・
５


▽
バ
ス
	
近

鉄
東
上
小
阪
バ
ス
停
下
車
、

東
へ
約
３
０
０
ｍ

※
酒
類
の
持
込
み
や
車
で

の
来
場
、
ペ
ッ
ト
の
同
行
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
開
花
状

況
な
ど
、
く
わ
し
く
は
自
動

音
声
案
内
（
０
１
８
０
・

９
９
３
・
８
２
０
�
有
料
・

期
間
中
の
み
�）を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

上
下
水
道

局
経
営
企
画
室

０
６（
６
７

２
４
）
１
２
２
１
、
�
０
６

（
６
７
２
１
）
２
３
７
４

市
の
助
成
制
度
を
活
用
し
て
新
た
な
一
歩
を

キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキララララララララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ とととととととととととととととととととととととととととととととととととと 輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝 くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく まままままままままままままままままままままままままままままままままま ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

ま
ち
づ
く
り
活
動

環
境
の
改
善
活
動

本
っ
て
い
い
ね
�

４
月
２１
日
は
こ
ど
も
読
書
の
日

もう困らない�
事業企画のコツ講座
事業や活動の組み立てポイント

鴻池新田会所

歴歴史史 をを 感感 じじ るる

春春

のの

訪訪

れれ

上小阪
配水場

つつ
つつ
じじ
のの
一一
般般
開開
放放

親子で楽しもう�
ド リ ー ム２１

救急安心センターおおさか～救急医療相談・医療機関案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９

（４）平成２４年４月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１５日（５）



募集のつづき

スクールヘルパー

市立小・中学校で障害のある子ども

を支援するスクールヘルパーを募集し

ます。 勤務時間 月曜日～金曜日午

前８時３０分～午後３時２５分 �定１０人程
度 �申４月１０日�～４月１６日� ※く

わしくは市ウェブサイトをご覧になる

かお問合せください。

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

助産師・看護師
市立総合病院

市立総合病院で働く助産師・看護師

を募集します。日本国籍の有無に関わ

らず受験できます。勤務は病棟、手術

室または救急外来となります。 �対昭
和４２年４月２日以降生まれで、助産師

・看護師の免許をすでに取得している

方 �定２０人程度 採用予定時期 ６月

または７月 選考日 ５月７日�（個
別面接） 合格発表（予定） ５月９日

� �申申込書に必要事項を書いて、４
月２７日�までに直接または郵送（郵送
は２４日��消印有効�まで） ※申込書

は市立総合病院総務課・看護局、人事

課、市政情報コーナーで配布。市ウェ

ブサイトからダウンロードもできます。

�申�問〒５７８・８５８８西岩田３―４―５ 市立総

合病院総務課 ０６（６７８１）５１０１、�０６
（６７８１）２１９４

こんにちは赤ちゃん事業訪問員

生後４か月未満の赤ちゃんのいる家

庭を訪ね、子育ての相談などに応じる

訪問員を募集します。 �対昭和２２年６月
２日以降生まれで保育士、助産師また

は保健師の資格と３年以上の実務経験

がある方 �定１人 雇用期間 ６月１

日～来年３月３１日 試験日 ５月１２日

�（筆記試験、面接） �申申込書に必要
事項を書いて、４月１６日�～５月２日
�に直接または郵送（郵送は５月１日
�〈消印有効〉まで） ※申込書は４月１６
日�から健康づくり課で配布。市ウェ
ブサイトからダウンロードもできます。

�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
保健所健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

市民環境フェスティバル出展者

環境保全やごみ問題に取り組む市民

や団体による市民環境フェスティバル

（９月２３日�に開催予定）に出展しませ
んか。出展希望者は、５月１６日�まで
にお問合せください。

なお、出展希望者のための説明会を

５月１６日�午前１０時から１１時まで市役
所本庁舎２２階会議室で開催します。

�申�問	市民環境フェスティバル実行
委員会「松浦」 ０９０（６９６５）３３８７、�
e.kanfes@gmail.com 	循環社会推進
課 ０６（４３０９）３１９９、�０６（４３０９）３８１８

森林の所有者届出制度がスタート

昨年４月の森林法改正により、今年

４月以降新たに森林の所有者となった

場合、面積に関わらず市への届出が義

務づけられました。 �対売買や相続な
どにより森林を新たに取得した個人・

法人 ※国土利用計画法に基づく土地

売買契約の届出を提出している方は除

く。 届出期間 所有者となった日か

ら９０日以内 �申届出書に必要事項を書
き、登記事項証明書や土地売買契約書

など権利を取得したことがわかる書類

の写し、土地の位置を示す図面を添え

て直接 ※届出書はみどり対策課で配

布。くわしくは市ウェブサイトをご覧

ください。

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

改定しました
（特別）児童扶養手当

昨年の消費者物価指数の下落に伴い、

４月から児童扶養手当と特別児童扶養

手当の額が改定されました。

改定後の手当額は次のとおりです。

手当額（〈 〉は改正前） 	児童扶養手
当・全部支給
４万１，４３０円〈４万１，５５０
円〉、一部支給
９，７８０円～４万１，４２０円
〈９，８１０円～４万１，５４０円〉 	特別児童
扶養手当・１級
５万４００円〈５万５５０
円〉、２級
３万３，５７０円〈３万３，６７０円〉
�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

力をあわせて安全・安心まちづくり
春の地域安全運動

４月２１日�から３０日�まで実施する
「春の地域安全運動」では、「ひったく

りなど街頭犯罪の被害防止」「子どもと

女性を犯罪から守る」「空き巣など侵入

窃盗の被害防止」を重点的に、防犯キ

ャンペーンを行います。

誰もが安心して暮らせるまちにする

ために、力をあわせて「安全・安心な

まち東大阪」を実現させましょう。

�問	布施警察署 ０６（６７２７）１２３４ 	
河内警察署 ０７２（９６５）１２３４ 	枚岡警
察署 ０７２（９８７）１２３４ 	地域コミュ二
ティ支援室 ０６（４３０９）３１６１、�０６（４３０９）
３８６１

近鉄吉田駅～ＪＲ住道駅
新たに路線バスが運行開始

近鉄吉田駅とＪＲ住道駅を結ぶ近鉄

バスの新規路線が、４月７日に開通し

ました。近鉄けいはんな線とＪＲ学研

都市線がバスでつながることにより、

沿線地域の通勤や通学、買い物などが

便利になるだけでなく、市内中部地域

の南北交通が実現し、交通の利便性が

向上します。ぜひ、ご利用ください。

�問	近鉄バス案内センター ０６（６７２２）

０８５８ 	企画室 ０６（４３０９）３１０１、�０６
（４３０９）３８２６

インターネット公売

市では、市税の確保と納税の公平性

を図るため、滞納処分の一環としてヤ

フー�が提供する官公庁オークション
システム上でインターネット公売を次

のとおり実施します。くわしくは市ウェ

ブサイトをご覧ください。 公売物件
ついたて

金屏風、衝立など 公売方法 せり売り

方式 申込期間 ４月１２日午後１時
～２６日午後１１時 入札期間 ５月８

日�午後１時～１０日午後１１時 売却
決定日 ５月１１日�午後１時 買受代
金納付期限 ５月１８日�午後２時３０分
【下見会】
公売財産を実際にご覧になれます。

会場などくわしくはお問合せください。

�時４月１８日�午前１０時～正午
◇ ◇

�問納税課 ０６（４３０９）３１５３、�０６（４３０９）
３８０８

民有地の植樹資金を助成

工事に着手する前にお問合せくださ

い。 �対�内	個人住宅
１件１万円以
上の植樹にかかる費用の２分の１（上

限２０万円） 	事業所、住宅団地など

１件１０万円以上の植樹にかかる費用
の３分の１（上限５０万円） ※助成を

受けた植栽は５年間変更できません。

【個人住宅】
道路に面している長さが３ｍ以上の

生垣に植樹する場合に限ります。

【事業所】
規模は問いませんが職場を住居と併

用している場合は、職場に比重が多い

ものに限ります。ただし工場立地法に

規定する特定工場（製造業で敷地面積

が９，０００�以上または建築面積が３，０００�
以上）は除きます。 ※低木類の植樹

は不可。

【住宅団地など】
住宅団地などの共有地または自治会

が借りている植栽地として永続性のあ

る私有地に限ります。

◇ ◇

�申�問みどり対策課 ０６（４３０９）３２２７、

�０６（４３０９）３８３６

ＤＶ被害者を支援
民間シェルターなどに補助金を交付

市では、配偶者などからの暴力（Ｄ

Ｖ）の被害者とその家族を支援するた

め、民間シェルター事業とステップハ

ウス事業に対し補助金を交付します。

�対市内におもな活動拠点があり、ＤＶ
被害者支援をおおむね１年以上行って

いる民間シェルター事業またはステッ

プハウス事業を運営している団体 補
助額 民間シェルターまたはステップ

ハウスとして使用している施設の賃借

料１年分の２分の１（事業ごとに１団

体上限２０万円） �申申請書に必要事項
を書いて、４月１６日�～５月１１日�に
直接 ※申請書は男女共同参画課で配

布。

�申�問男女共同参画課 ０６（４３０９）３３００、

�０６（４３０９）３８２３

定員がある催しもあります。くわしく

は問合せ先へ。

よろず相談室
�時５月２０日�午前１０時～午後４時�所東
体育館�問東大阪東ロータリークラブ０７２
（９８５）０１８９

オカリナ体験入門
�時４月１９日・２６日午後０時４５分～

２時、午後７時３０分～８時４５分（計２日間）

�所あいも文化交流会館（御厨中１）�料各
１，０００円�持オカリナアルトＣ�申�問明石０９０
（７５５２）７３９４

いきいき健康セミナー
骨そしょう症予防

�時５月２５日�午後２時～３時�所�申�問
ハ リ ー エ イ ワ

HollyEIWA（永和２）０６（６７２２）６５１６

津軽三味線・民謡・沖縄三線発表会
�時４月２２日�午後１時～５時�所市民会

館市民ホール�問井上邦楽会０６（６７８９）９２００

気功～気を感じよう
�時５月１０日午後１時３０分～３時�所市
民会館�対２０歳以上の方�申�問河原０８０（４３９１）
４０８０

へたうまライブＩＮ瓢�山
�時４月２９日�午後３時３０分～６時�所や
まなみプラザ（四条）�内フォークソング
コンサート�問山下０９０（１７１６）０８５７

言の葉つき語り
�時４月２２日�午後３時～５時�所言の葉
サロン（金岡１）�内民謡や再話などの語
り�申�問長谷０６（６７３６）０１５５（�兼用）

YOU�ART作品展示会
水彩画や油絵、立体作品を展示します。

�時６月１日�～５日�午前９時～午後６
時（５日は午後４時まで）�所夢広場（布
施駅前）�問YOU�ART実行委員会０６（６７２２）
５１３０

読 書 会
�時４月２９日�午後３時３０分～５時�所イ
コーラム（男女共同参画センター）�対２０
歳以上の女性�料５００円�内内田春菊著「ファ
ザーファッカー」�申�問中谷０６（６７２１）４６８２
（午後１時～８時）

長田の里～コミュニティー祭り
�時４月２２日�午前１０時～午後３時�内模
擬店、ゲームなど�所�問社会福祉法人川福
会介護老人保健施設長田の里（長田東１）

０６（６７８８）８１９２

モラロジー生涯学習セミナー
心のとびらを開こう 笑顔と元気で�
�時５月２３日�、２４日午後６時５０分～
９時５分（計２日間）�所イコーラム（男
女共同参画センター）�料２，０００円�申�問東大
阪モラロジー事務所０６（４３０８）６５６５

文字・文章入力の基礎
�時４月２６日、５月１０日午後２時～

３時３０分（計２日間）�所グリーンパル（中
鴻池）�対中高年のパソコン初心者�料２，５００
円�持ノートパソコン�申�問濱上０７２（９８２）
６７９０（�兼用）

池と水草の観察
�時６月１７日�（小雨決行）☆枚岡神社

鳥居下に午前１０時集合、郷土博物館で午

後２時ごろ解散�持弁当、水筒、雨具、帽
子、あれば双眼鏡�料子ども１００円、大人３００
円、家族５００円�問枚岡ネイチャークラブ
「飛田」０９０（９６９４）０９６２

東大阪高知県人会
親睦を深めます。�時５月２０日�正午～
午後３時３０分�所ユトリート東大阪�料男性
６，０００円、女性５，０００円�申�問橋田０６（６７２１）
８４５９

近大科学祭～開こう�科学の扉
�時５月２０日�午前１０時～午後４時�所近
畿大学１１月ホール（小若江３）�対小学生
～高校生�問科学祭実行委員会０６（６７２１）
２３３２

触ってみようタブレットＰＣ
�時５月１３日�午後１時～４時�料３，０００円
�所�申�問ＮＰＯ法人ＩＴブレーン（小阪１）
０６（６６１８）６９００、�oubo@it�osaka.jp

知的ガイドヘルパー養成講座
�時５月６日�、２０日�、２７日�（計３
日間）�対１６歳以上の方�料６，０００円�所�申�問
ＮＰＯ法人ヘルパーステーションぴよぴ

よ会０６（６７８３）０４０４

東日本大震災チャリティーコンサート
中学生や高校生、大学生などの吹奏楽

団体が演奏します。�時５月４日�午後１
時～６時�所近畿大学１１月ホール�問近畿大
学吹奏楽部０６（６７２１）９２６０

（６）平成２４年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



えほんの部屋

�時４月～来年３月の第３土曜日午前
１０時３０分～１１時３０分 �対小学生以下の子
どもとその保護者 �定１０組（当日先着
順） �内絵本の読み聞かせ、紙芝居、
手遊び、わらべうたなど

�所�問やまなみプラザ（四条） ０７２

（９８８）３１０７（�兼用）

親子歴史発見ツアーと古代人体験

�時４月２９日� ☆近鉄瓢�山駅南口
に午前１０時３０分集合、郷土博物館で午

後２時３０分解散 �対小学生とその保護
者 �定２０人（申込先着順） �料大人５０円、
小学生２０円 �持弁当、飲み物、雨具
�申４月１７日�午前９時から電話で
�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、�

０７２（９８６）１４３２

高井田マンドリンコンサート

大阪教育大学ギターマンドリンクラ

ブと大正琴サークル「あきそうび」に

よる演奏をお楽しみください。 �時４
月２９日�午後２時～４時（開場は午後
１時３０分） �所総合福祉センター
�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

くすのき歌声広場

懐かしのメロディーをみんなで歌い

ます。 �時５月２０日�午後２時～４時
３０分 �対市内在住、在勤（いずれか）の
方 �定１００人（抽選） �料５００円 �持飲み物
�申往復ハガキに行事名、住所、氏名、
電話番号を書いて、４月２５日�（必着）
までに郵送

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

５月１３日は市民ふれあい祭り
女子プロ野球も開催

今年で３５回目を迎える「東大阪市民

ふれあい祭り」は、節目の年にふさわ

しい大きなイベントを企画しています。

花園中央公園会場では、大阪初の女

子プロ野球チームとして誕生した「大

阪ブレイビーハニーズ」が、花園セン

トラルスタジアム（花園中央公園野球

場）で京都府・兵庫県のチームと５月

１２日�、１３日�とも午後１時から熱戦
を繰り広げます（有料）。

また、ふれあい通り会場の市民会館市

民ホールステージでは「ふれあいKID

S�Festival」と題して、子どもたちが日
ごろから取り組んでいる成果を元気い

っぱい披露します。ぜひお越しください。

�時５月１３日�午前９時３０分～午後４
時（花園中央公園会場は午前１０時から）

※１２日�は午後５時から花園中央公園
で前夜祭を開催。 �所近鉄布施駅から
八戸ノ里駅までの北側道路、花園中央

公園 ※くわしくは５月１日号の市政

だよりに掲載します。

�問�東大阪市民ふれあい祭り実行委
員会 ０６（６６１８）４１４６、�０６（７４９２）５４４４
�地域コミュニティ支援室 ０６（４３０９）

３１６１、�０６（４３０９）３８６１

労 働 相 談

５月から土・日曜日も相談に応じま

す。職業紹介やあっ旋は行いません。

�時祝日を除く月・水・金・土・日曜日
午前９時～午後５時 ※土・日曜日の

相談は月・水・金曜日に要申込。 �内
解雇や賃金、パートの労働条件など

�所�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

若者の自立・就労相談

５月から「若者自立のための相談」

の相談時間を次のとおり変更します。

�時第２木曜日午後２時～５時 �所市役
所本庁舎１階相談室

�問�学校法人神須学園 ０７４４（４４）

２０５５、�０７４４（４４）２０５６ �労働雇用政
策室 ０６（４３０９）３１７８、�０６（４３０９）３８４６

テニススクール生

月初めに入会を受け付けています。

�時�料�初級�日曜日午前１０時３０分～正
午・月７，０００円、火曜日午前１０時～正午

・月５，０００円 �中級�土曜日午前９時
～１０時３０分、午前１０時３０分～正午、日曜

日午前９時～１０時３０分・各月８，０００円

�定各若干名 ※入会金２，０００円が必要。

ビジター会員（１回２，０００円）もありま

す。

�所�申�問水走ルーフテニス場 ０７２（９６３）

８８７８、�０７２（９６５）８７４３
�問公園管理課 ０６（４３０９）３２２８、�０６

（４３０９）３８３６

自立と社会参加のために
身体障害者補助犬貸与者

�対府内に１年以上居住している１５歳
以上（義務教育終了後）で、次に当て

はまる方 �盲導犬�視覚障害１級
�介助犬�肢体障害１級または２級
�聴導犬�聴覚障害２級 ※ほかにも

条件があります。くわしくはお問合せ

ください。 選考方法 補助犬の貸与

目的や住宅環境などの調査、面接 ※

貸与を受けるには共同訓練や実費が必

要。 �申申請書に必要事項を書いて、
４月１８日�～５月１８日�（必着）まで
に郵送 ※申請書は４月１６日	から障
害者支援室、福祉事務所で配布。

�申�問〒５４０・８５７０大阪府自立支援課
０６（６９４４）９１７６、�０６（６９４２）７２１５
�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�

０６（４３０９）３８１５

生活保護関係嘱託職員

ケースワーク補助員を募集します。

試験日 ４月２９日� �申応募用紙に必
要事項を書いて、４月２３日	までに直
接または郵送（郵送は２０日�〈消印有効〉
まで） ※要項などくわしくは市ウェ

ブサイトをご覧ください。

�申�問〒５７７・８５２１市役所生活福祉室
０６（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

長崎で平和取材をしませんか
親 子 記 者

長崎市で平和祈念式典の参加や被爆

者の取材を通して、原爆や平和につい

て考えませんか。 �時８月８日�～１１
日�（３泊４日） �対市内在住の小学校
４年生～６年生とその保護者 �定近畿
から１組２人（抽選） ※交通費や宿泊

費、取材補助費は支給します。 �申ハ
ガキに行事名、住所、氏名（保護者名

・ふりがなも）、押印、性別、学校名、

学年、電話番号、平和を願う一言メッ

セージを書いて、５月７日	（消印有
効）までに郵送 ※日本非核宣言自治

体協議会ホームページ（http���www.
nucfreejapan.com�）からも可。
�申�問〒８５２・８１１７長崎市平野町７―８ 長

崎市平和推進課内日本非核宣言自治体

協議会事務局 ０９５（８４４）９９２３

�問人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、�０６
（４３０９）３８２３

消費者情報員

消費者問題を学習し、ボランティア

で情報の収集・提供や価格調査などを

行う消費者情報員を募集します。 �対
市内在住の方 �申ハガキに住所、氏名、
電話番号を書いて、４月２５日�（必着）
までに郵送

�申�問〒５７８・０９４１岩田町５―７―３６ 消費

生活センター内消費者団体協議会 ０７２

（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

大阪ふれあいキャンペーン
シンボルマーク

大阪ふれあいキャンペーンは、障害

のある人もない人も互いに理解し、支

え合う社会をめざして障害者団体や府

内市町村、地域福祉団体などによる実

行委員会で活動しています。

このほど、障害への理解をさらに深

めるため、大阪ふれあいキャンペーン

のシンボルマークを募集します。 �対
府内在住、在勤（いずれか）の方 �内障
害のある人とない人との支え合いや「共

に生きる社会」をイメージした誰もが

親しみやすいもの �申応募用紙に必要
事項を書き、作品を添えて６月２２日�
（消印有効）までに郵送 ※応募用紙

は障害者支援室、福祉事務所で配布。

府ウェブサイト（http���www.pref.os
aka.jp�keikakusuishin�）からダウン
ロードもできます。最優秀賞（賞状・

副賞５万円）や優秀賞などがあります。

�申�問〒５４０・８５７０大阪府障がい福祉企
画課内大阪ふれあいキャンペーン実行

委員会事務局 ０６（６９４４）２３６２、�０６
（６９４２）７２１５

�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、�
０６（４３０９）３８１５

市役所本庁舎の一部窓口業務を試

行開設します。手続きの際は、運転

免許証やパスポート、健康保険証な

ど本人が確認できる書類を持参して

ください。他市町村や警察署などへ

の確認や問合せが必要な場合は、取

扱いができないときや手続きが完了

しないときがありますので、くわし

くは担当課へお問合せください。 開
設日時 ４月２８日�午前９時～正午
開設場所 市役所本庁舎２階、３階

取扱い業務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、外国人登録

申請、印鑑登録などの届出や住民票、

印鑑証明などの各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
制度関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
乳幼児や障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請および療養費

の申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�
０６（４３０９）３８０５

【こどもの手当関係】
子ども手当や児童扶養手当などの

申請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産
税課 ０６（４３０９）３１４３～４、�０６（４３０９）
３８１１ �納税課 ０６（４３０９）３１４７～５２、

�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

試行開設の�問政策調整室 ０６（４３０９）

３０１６、�０６（４３０９）３８４７

第４土曜日に開設しています
市役所本庁舎の一部窓口業務

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２４年４月１５日（７）
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新たにチャレンジ�
長瀬青少年センターの教室

【パソコン】
ワードで文書を作成します。 �時５
月１２日�、１９日�午後２時３０分～４時
３０分 �対全日程受講できる高校生以上
の初心者 �定１１人（抽選） �料３，０００円
�申４月２７日�まで
【手話体験】
�時５月１９日～来年２月１６日の第１・

３土曜日午後１時３０分～３時３０分（計１８

日間） �対入門を終了した小学校４年生
以上の方 �定１５人（抽選） �料１，４７０円
�申４月２８日�まで
【点字にチャレンジ】
点字の打ち方を学んで点訳絵本を作

ります。 �時５月～来年２月の第４土
曜日午前１０時～正午（計１０日間） �対
小学生以上の方 �定２０人（抽選） �料
５００円 �申４月２８日�まで

◇ ◇

�申ハガキに教室名、住所、氏名、年
齢（学年も）、電話番号を書いて、各申

込期限（必着）までに郵送（電話、フ

ァクスも可）

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

水泳・スポーツ教室
東大阪アリーナ

４月から開催する水泳、スポーツ・

カルチャー教室の会員を募集します。

開催教室やとき、対象、料金など、く

わしくは東大阪アリーナホームページ

（http���www.hos�arena.com�）をご覧
ください。 �申料金を持って直接
�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

少年少女発明クラブ
公開創作教室

ＬＥＤを使ったあんどんの製作を通

して、ＬＥＤの特徴や光る仕組みを学

びませんか。 �時４月２８日�午後１時
～４時 �対市内在住の小学生 �定３０人
（抽選） �申ハガキに教室名、氏名（保護
者名も）、学校名、学年、電話番号を書い

て、４月１６日�～２０日�（必着）に郵送
（電話またはファクス、Ｅメールも可）

�所�申�問産業技術支援センター内市少
年少女発明クラブ事務局 ０６（６７８５）

３３２５、�０６（６７８５）３３６３、�sangi@t
echsupport.jp

�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

パソコン教室

ワードで簡単に名刺を作ります。

�時５月１２日�午後１時３０分～３時３０
分 �対市内在住、在勤（いずれか）の
初心者 �定２０人（抽選） �料１，０００円
�持ノートパソコン �申往復ハガキに教
室名、住所、氏名、年齢、電話番号を

書いて、４月３０日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

地域安心生活サポーター養成講座

ちょっとした日常生活の困りごとを

手伝う援助者になりませんか。 �時４月
２８日�午前９時３０分～午後４時３０分
�所総合福祉センター �対受講後にサポ
ーターとして登録し、活動できる市内

在住、在勤（いずれか）の方 �定５０人
（申込先着順） �申講座名、住所（市
外在住の場合は勤務先、所在地も）、氏

名、電話番号を４月２７日�までに電話
またはファクス、Ｅメールで

�申�問角田総合老人センター ０７２（９６２）

８０２２、�０７２（９６３）２０２０、�schelp2
@comet.ocn.ne.jp

みんなでフィットネスたいそう

�時５月１３日�午後２時～３時３０分
�所東大阪アリーナ �定３０人（障害児・
者を優先して抽選） �申４月３０日�まで
�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

シニア地域活動実践塾
悠 友 塾

郷土の歴史、暮らしの中の福祉、エ

コライフ、健康と住みよいまちづくり

の４コースから選択してください。

�時５月３１日～１２月１３日の木曜日午前１０時
～午後３時（計２０回） �対市内在住の６０
歳以上の方 �定各コース２０人（抽選）
�料３，０００円 �申申込書に必要事項を書い
て、５月２１日�（必着）までに郵送または
直接 ※申込書は角田総合老人センタ

ー、行政サービスセンターなどで配布。

�所�申�問〒５７８・０９１２角田２―３―８ 角田総

合老人センター ０７２（９６２）８０１１、�０７２
（９６３）２０２０

手づくり作品教室

押し花クラフトで宝石箱を作ります。

�時５月３０日�午後１時３０分～３時３０分
�対市内在住の６０歳以上の方 �定１５人（申
込先着順） �料１，０００円 �持ピンセット、
はさみ �申４月１６日�から
�所�申�問高井田老人センター ０６（６７８９）

３７５１、�０６（６７８９）９１７４

脳と身体のトレーニング教室

�時５月１７日～９月６日の第１・３・５
木曜日午前１０時～１１時３０分 �対全日程
参加できる市内在住の６０歳以上の方

�定２４人（申込先着順） �料５００円 �申
４月１６日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２（９８５）

３７５１、�０７２（９８６）７５９２

ひとり親家庭を支援
コールセンタースタッフ養成講座

７月、９月、１１月も同様の講座を開

講します。 �内�時�基礎訓練�５月２９
日	～６月２１日
の原則火・木曜日午
前９時１５分～午後５時（計８日間）

�応用訓練�６０時間の訓練企業での実
務研修と２日間の集合研修 �所大阪府
ひとり親家庭等在宅就業支援センター

（大阪市中央区）など �対全日程受講で
きる市内在住のひとり親家庭の母・父

または寡婦で、応用訓練終了後にコー

ルセンターで就労可能な方 �定１８人
※適性審査（一般常識、パソコン入力

など）があります。基礎訓練にのみ保

育あり。 �申電話予約のうえ、ひとり
親家庭が証明できるもの（児童扶養手

当証書、戸籍謄本など）、履歴書用の写

真（縦４�×横３�）を持って、４月
２３日�までに直接
�申�問東・中・西福祉事務所子育て支
援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７
�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、�

０６（４３０９）３８１７

これからのシーズンは、エステテ

ィックサービスのトラブルが増える

時期です。

「お試しで美顔エステに行ったら、

『キャンペーン中なので今契約する

とお得』としつこく勧誘され、高額

な契約をしてしまった」「契約してい

る脱毛サロンに行くと、店が倒産し

ていた。すでに１８回分のコース代金

を支払っているのに４回分のサービ

スしか受けていない」などの相談が

ありました。

エステティックサービスは、長期

間継続的にサービスを受けるという

特徴があり、契約して高額な代金を

一括で前払いすることやクレジット

カードで分割払いすることが一般的

です。しかし、契約期間中に契約者

本人や業者側の事情が変わり、契約

が続行できないというトラブルが起

こりがちです。このため、エステテ

ィックサービスの契約には、クーリ

ング・オフ（無条件解約）や中途解

約権が設けられています。契約時に

は、契約書面の解約料などの記載内

容をよく確認しましょう。

なお、店が倒産してしまった場合

は、支払った代金を取り戻せなくな

ります。また、店へ行くたびに勧誘を

受け、次々に高額な契約をしてしまう

という事例も見られます。業者選びは

慎重にし、よく考えて契約しましょう。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

こどもラグビースクール交歓会
ライオンズクラブカップ

市内３スクール（東大阪、布施、

花園）を含むラグビースクール１３チ

ームがトーナメント戦で優勝をめざ

します。観戦しませんか。 �時５月
５日�午前９時から �所近鉄花園ラ
グビー場、トライスタジアム（花園

中央公園多目的球技広場）

�問東大阪市ラグビーフットボール
協会「吉金」０６（６７２８）２５６４（�兼用）
【写真展】
こどもラグビースクール交歓会で

撮影した写真の展示会・コンクール

を６月１３日�、１４日
にくすのきプ
ラザ（若江岩田駅前）で開催します。

ぜひ、ご応募ください。交歓会当日、

本部で撮影許可証を発行。グラウン

ド内はスパイクとゴルフシューズ以

外は立入り禁止です。 規格 ６つ切

りまたはＡ４（カラー） ※入賞者に

は賞状と賞品あり。作品は返却不可。

�申作品（１人３点まで）裏面に題名、
住所、氏名、電話番号を書いて、５

月１８日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・０８０９永和２―８―２８―３０６ 東

大阪商工会議所別館内東大阪中央ラ

イオンズクラブ「當眞」 ０６（６７２６）

５３３５、�０６（６７２６）５３３６

関西ラグビーまつり

�時５月６日�午前９時～午後４時
３０分 �所近鉄花園ラグビー場 �内�

天王寺高校創部９０周年記念試合（午前

１０時１５分から） �関西学生南北選抜
対抗戦（正午から） �天理大学対明
治大学（午後２時から） �ミニラグビ
ー、高校生や女子の試合など �料�メ
イン中央席�２，０００円（前売１，８００円）
�自由席�大人１，５００円（前売１，３００円）、
高校生５００円（前売３００円） ※前売券

はチケットぴあ、ローソン、セブンイ

レブン、サークルＫサンクスで発売中。

�問関西ラグビーフットボール協会
０６（６３７６）０４５６、�０６（６３７６）２５７７

◇ ◇

�問ラグビーワールドカップ誘致室
０６（４３０９）３０２０、�０６（４３０９）３８４７

��AA..HHAASSEEGGAAWWAA

～緊急度レベル★★★☆☆

エステティック
サービスのトラブル

ララララララララララララララララググググググググググググググググビビビビビビビビビビビビビビビビーーーーーーーーーーーーーーーーをををををををををををををををを楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししももももももももももももももももうううううううううううううううう
５５月月５５日日・・６６日日はは花花園園へへ��

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（８）

空き巣の多くは窓から侵入します。防犯フィルムや補助錠などで対策をしておきましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２４年４月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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桜桜
もも
咲咲
きき
始始
めめ
、、
平平
成成
２２４４
年年
度度
がが
スス
タタ
ーー
トト

しし
まま
しし
たた
。。

まま
たた
、、
市市
にに
おお
いい
てて
もも
野野
田田
市市
長長
のの
２２
期期
目目

初初
めめ
てて
のの
年年
度度
をを
迎迎
ええ
、、
活活
力力
ああ
るる
東東
大大
阪阪
のの

創創
造造
のの
たた
めめ
、、「「
第第
２２
期期
市市
政政
ママ
ニニ
フフ
ェェ
スス
トト
」」

のの
取取
組組
みみ
をを
いい
よよ
いい
よよ
本本
格格
的的
にに
スス
タタ
ーー
トト
ささ

せせ
まま
すす
。。

◇◇
問問
合合
せせ
先先

企企
画画
室室

００
６６（（
４４
３３
００
９９
））

３３
１１
００
１１
、、
��
００
６６
（（
４４
３３
００
９９
））
３３
８８
２２
６６

市
で
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
、野
田
市
長
が「
住
み
た
い
ま
ち
」

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
人
間
を
尊

い
し
ず
え

重
す
る
ま
ち
」「
未
来
の
礎
築
く
ま
ち
」

の
創
造
に
向
け
、
市
民
に
約
束
し
た

「
三
つ
の
改
革
・
再
生
」「
五
つ
の
基

本
政
策
」
を
柱
と
す
る
４１
の
選
挙
公

約
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、

こ
の
選
挙
公
約
を
改
め
て
市
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

整
理
し
、
４１
の
項
目
１
４
７
の
事
業

か
ら
な
る
「
第
２
期
市
政
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
」と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
第
２
期
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
平
成
２４
年
度
版
」
も
作
成
し
、
野

田
市
長
２
期
目
４
年
間
の
初
年
度
と

な
る
平
成
２４
年
度
に
市
政
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
達
成
に
向
け
た
市
の
取
組
み
を

具
体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。

市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

進
行
管
理
手
法
を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
事
業
（
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
を
、
計
画
的
に
実
施
し
（
Ｄ

Ｏ
）、
定
期
的
な
検
証
・
評
価（
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｃ
Ｋ
）
を
し
た
う
え
で
、
改
善
・

見
直
し（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）を
行
い
、

よ
り
良
い
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

な
お
、「
第
２
期
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
」
の
成
果
や
達
成
状
況
な
ど
は
、

定
期
的
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
民
か
ら
の
意
見
な
ど
も
参
考

に
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
取
組
み

は
積
極
的
に
追
加
す
る
な
ど
、
市
政

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
さ
ら
に
発
展
・
進

化
さ
せ
、「
活
力
あ
る
東
大
阪
の
創
造
」

を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
政
改
革
を
さ
ら
に
推
進

私
は
、
市
長
１
期
目
の
４
年
間
、

活
力
あ
る
東
大
阪
を
「
再
生
」
す
る

た
め
に
、「
三
つ
の
改
革
・
再
生
」「
五

つ
の
基
本
政
策
」
を
軸
と
し
た
施
策

を
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し
、
特
に
「
市

役
所
を
変
え
る
」
施
策
と
し
て
、
行

財
政
改
革
の
推
進
、
行
政
の
無
駄
を

省
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
活
力
あ

る
自
治
体
の
下
地
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

１
期
目
の
市
政
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
達

成
状
況
は
、
全
１
２
３
項
目
中
１
１

８
項
目
に
つ
い
て
、
実
施
済
み
ま
た

は
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

９６
％
の
達
成
度
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

「
市
民
会
館
・
永
和
図
書
館
の
建

替
え
」
な
ど
未
達
成
の
項
目
に
つ
い

て
は
、
２
期
目
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
す
で

に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
に
効
果
的
で
発
展
的
な
事

業
展
開
と
な
る
よ
う
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

２
期
目
の
市
政
運
営
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
市
政
改
革
の
流
れ
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
長

で
あ
る
私
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
さ
ら
に
発
揮
し
、
市
政
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
強
力
に
推
し
進
め
、
活
力
あ

る
ま
ち
東
大
阪
を
「
創
造
」
し
て
い

き
ま
す
。

東
大
阪
市
長

野
田
義
和
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やや
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よよ
うう
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五五
つつ
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しし
、、
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すす
。。

表
の
見
方

公公
約約
実実
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たた
めめ
、、公公
約約
項項
目目
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後後
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をを
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載載
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てて
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市内建築物の耐震化を促進

�補助制度の充実など、民間建築物の耐震化を
促進します。 （建築部）

�小・中学校の校舎について、平成２７年度に
耐震化事業を完了します。（教育総務部）

�「東大阪市住宅・建築物耐震改修促進計画」
に基づき、計画的に市有建築物の耐震化を
図ります。 （建築部）

公約項目

防災・防犯のまち～地震、水害
など自然災害対策の推進

�災害時などに各部局が連携協力できる危機
管理体制を整備します。 （危機管理室）

�自主防災組織に対して地震、風水害、土砂
災害時を想定した実践的な訓練や講習など
の取組みを促進します。 （危機管理室）

�第二寝屋川以西の慢性的な浸水被害対策と
して既設管能力を補うため、増補管事業を
推進します。 （下水道部）

�第二寝屋川以東に流域対応貯留施設を整備
し、浸水被害の軽減を図ります。

（下水道部）

�土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域
として指定された市有地６か所について、
土砂災害防止対策を進めます。（財務部）

�崩落危険箇所のパトロールを行うとともに、
災害時の影響が大きい危険箇所の整備を事
業主体である大阪府に働きかけます。

（下水道部）

�防災行政無線のデジタル化の整備計画を推
進します。 （危機管理室）

公約項目

若年者などの就職、常用雇用を支援

�若者が働くことに魅力を感じ、市内企業の担い手となれるよう、
若年者の就職、常用雇用を支援します。 （経済部）

�ニート、ひきこもり状態の若者の職業的な自立に向け、きめ細
やかに支援します。 （経済部）

公約項目

防災・防犯のまち～消防施設、消防体制を
整備し、消防力を強化

�本市西地区の防災活動拠点である西消防署の機能を強
化し、老朽化した出張所（５か所）についても計画的
に耐震補強または移転・建替えにより耐震化を図りま
す。 （消防局総務部）

�石切出張所を市域の北東部方面へ移転し、救急隊を増
隊します。 （消防局総務部）

�「火薬類取締法」「高圧ガス保安法」および「液化石油ガ
スの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」（保安
３法）にかかる権限の移譲を受け、製造所、貯蔵所、販売
所などの許認可業務などを実施します。（消防局総務部）

�消防局の震災対策について見直しを行い、震災対策計
画に基づいた消防車両、資機材の整備などを進めます。

（消防局総務部）

公約項目

防災・防犯のまち～災害時要援護者の支援
体制整備を推進

�避難所での要援護者に対する食料品、生活必需品、医
療品などの物資を計画的に整備します。（危機管理室）

�大規模災害発生時に備え、災害時要援護者に関する情
報管理をシステム化します。 （福祉部）

公約項目

防災・防犯のまち～街頭犯罪の発生を抑制

�自治会が設置する防犯灯に対し、設置費用の一部を助
成します。 （協働のまちづくり部）

�自治会が設置する防犯カメラに対し、設置費用の一部
を助成します。 （協働のまちづくり部）

�ひったくりなどの街頭犯罪防止に関する予防対策を強
化します。 （協働のまちづくり部）

�子どもたちの登下校時と学校園内の安全を確保します。
（学校教育推進室）

公約項目

安心して子育てできるまち～子どもや
家庭の状況に応じた子育て支援

�国の「子ども・子育て新システム」に速やかに対
応するとともに、保育所待機児童の解消に向けた
取組みを進めます。 （子どもすこやか部）

�国の「子ども・子育て新システム」の動向を注視
し、庁内の連携強化を図りながら、子育て支援に
かかる幼稚園施策を実施します。（学校管理部）

�楠根リージョンセンターに子育て支援センターを
設置します。 （子どもすこやか部）

�公立保育所・子育て支援センターを中心とした地
域の子育てネットワークを拡充します。

（子どもすこやか部）

�若年者向け期限付き入居の募集枠を確保します。
（建築部）

公約項目

ラグビーワールドカップ２０１９試合会場
を聖地「花園」に誘致

�ラグビーワールドカップ２０１９の試合会場を聖地「花
園」に誘致します。

（ラグビーワールドカップ誘致室）

公約項目

地域が元気なまち～商店街の賑わいづ
くりを支援

�商業集積地における地域商業振興の担い手づくり
と、商業者自らが施策メニューを利用できる体制

い

づくりを支援し、地域の資源や人材を活かした地
域に密着した商店街づくりを進めます。

（経済部）

�商店街が自ら空き店舗を活用して取り組むチャレ
ンジショップや商店街の魅力を高めるための店舗
開設などを支援します。 （経済部）

公約項目

「東大阪市の魅力」を市内外に発信（「住みたいま
ち・住み続けたいまち 東大阪市」をアピール）

�本市の自然や歴史、文化、産業などの資源を有効に利用した
魅力アピールの進め方と「魅力あるまち東大阪」を発信する
仕組みをつくります。 （経営企画部）

�児童・生徒がのびのびと屋外で遊べる環境づくりとして、学校
施設（プール・体育施設など）を開放します。（社会教育部）

�東大阪観光協会などの関係団体と連携し、本市の新たな観光
資源の発掘やＰＲに取り組むとともに、「東大阪物産観光まち
づくりセンター」などを活用し積極的に市の魅力情報を発信
します。 （経済部）

公約項目

図書館の開館時間延長、祝休日の開館日を増やす

�花園図書館、永和図書館、旭町図書館で平日の開館を午前９時か
ら午後９時まで、土・日曜日、祝日は午前９時から午後５時まで
開館時間を延長するとともに開館日を増やします。（社会教育部）

公約項目

公共交通などを活用した高齢者など交通弱者の移
動手段について調査検討

�公共交通事業者とともに利便性の向上などによる利用促進策
について調査・検討し、市民の移動手段の確保・充実に努め
ます。 （土木部）

公約項目

地域が元気なまち～おおさか東線ＪＲ長瀬・新加
美駅間の新駅設置を早期実現

�関係者（西日本旅客鉄道株式会社、大阪外環状鉄道株式会社、
大阪府、大阪市、東大阪市）の連携を強化し、新駅設置の早
期実現をめざします。 （都市整備部）

公約項目

モノレール南伸を推進

�モノレールの早期南伸について、関係機関に強く働きかける
とともに、大阪府および沿線市とともに調査・研究を実施し
ます。 （経営企画部）

公約項目

地域が元気なまち～高齢者や障
害のある人を地域で支え合い

�地域包括支援センターの機能強化・充実
を図ります。 （福祉部）

�高齢者を支える・高齢者が支える「地域
支え合い体制づくり」を推進します。

（福祉部）

�商店街とその周辺で活動するまちづくり
団体が共同実施する「まちづくり活動（高
齢者または障害者支援に関わる活動）」を
公募により実施し、高齢者や障害のある
人に優しい商店街づくりを進めます。

（経済部）

�商店街における案内や買い物支援を行う
コンシェルジュの配置事業を実施し、高
齢者や障害のある人に優しい商店街づく
りを進めます。 （経済部）

�平成２５年８月に施行予定の「（仮称）障害
者総合福祉法」に基づき、必要なサービ
ス量の確保を行い、障害のある人の自立
を支援します。 （福祉部）

�障害のある子どもに対し、成長段階に応
じたきめ細かな支援を進めます。

（子どもすこやか部）

�障害者（児）のライフステージに応じた
専門的な支援サービスを提供する新障害
児者支援拠点施設を整備します。

（福祉部・子どもすこやか部）

�体が不自由でごみ出しが困難な高齢者ま
たは障害のある人の在宅生活を支援する
ため、個別訪問による家庭ごみの収集を
実施します。 （環境部）

公約項目
バリアフリーのまちづくり

�玉串川跡地に遊歩道を整備します（総延長�１，９７０m）。（土木部）
�歩道端部の段差を解消し、バリアフリー化を推進します。（土木部）
�ＪＲ徳庵駅の東側連絡通路にエレベーターを設置します。（土木部）
�高齢者や重度身体障害者（児）が地域で安心して生活できるよう、
住宅改造に必要な経費の一部を助成します。 （福祉部）

�近鉄奈良線の上り線について、平成２５年度末の高架化をめざしま
す。 （都市整備部）

�関係機関や市民協働による「自転車マナーデー」などの啓発活動を
実施し、交通ルールの遵守とマナーの向上を図ります。（土木部）

公約項目

人間を尊重し、子どもをいじめ・虐待から守る総合施
策を推進

�高齢者虐待防止ネットワークの構築を進めます。 （福祉部）
�ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）防止啓発のための事業を
展開します。 （人権文化部）

�民間シェルターなどを支援し、ＤＶ防止啓発物品を作成するなど、
ＤＶ被害者支援対策を強化します。 （人権文化部）

�ＤＶ被害防止対策を強化します。 （子どもすこやか部）

�地域住民や関係機関との連携を図り、相談支援、人材養成、普及
啓発、自死遺族支援などの自殺対策を実施します。 （健康部）

�多重債務者相談を実施します。 （市民生活部）

�児童虐待を防止するための対策を強化します。（子どもすこやか部）
�児童虐待防止、いじめ防止のため、学校園での早期発見、早期対
応への対策を進めます。 （学校教育推進室）

	児童虐待防止、いじめ防止のため、教職員への研修を進め、相談
機能を充実させます。 （教育センター）


児童虐待防止、いじめ防止のため、児童・生徒・教職員・保護者
へ啓発活動を実施します。 （人権教育室）

公約項目

市民や市民グループの自主的な健康づくりを促進

�市民グループや関係団体などと連携し、がん検診受診率の向
上を図ります。 （健康部）

�高齢者の健康づくりや介護予防に関する取組みを進めます。（福祉部）
�食育イベントの開催や食育推進ネットワーク会議への参画団
体を増やし、「食育」を推進します。 （健康部）

公約項目

安心して子育てできるまち～安心して子どもを生
み、育てられるまちづくり

�妊婦健診制度の周知徹底や妊婦健診未受診者（３回以下）の個
別支援などにより、妊婦健診未受診者ゼロをめざします。

（健康部）

�関係機関との連携を図り、全日・夜間の小児救急医療体制を確
保します。 （健康部）

�こども医療費助成制度の通院分を小学校卒業まで拡充します。
（市民生活部）

公約項目

市立総合病院と救命救急センターとの連携強化に
より、地域医療の中核病院として確立

�救命救急センターとの救急医療の連携体制を充実します。
（市立総合病院）

公約項目

文化芸術振興条例、文化政策ビジョンに基づく総
合的な文化施策の推進

�市民会館・永和図書館の建替えに着手します。（経営企画部）
�「司馬�太郎記念館」と周辺の地域資源を活用した「文化のま
ち」を市内外にアピールします。 （人権文化部）

公約項目

全国高等学校ラグビーフットボール大会を全面支
援

�関係団体と連携し、全国高等学校ラグビーフットボール大会
を支援します。 （ラグビーワールドカップ誘致室）

公約項目

市民との協働による環境啓発活動を推進

�市民、事業者、民間団体などと協働し、ごみのない良好な環境を次
世代に引き継ぐため、「（仮称）ごみのないきれいなまちをつくる条
例」を制定します。 （環境部）

�市民の環境意識の向上を図るため、学校園・市民などに対する啓発
を強化します。 （環境部）

�東大阪市地球温暖化対策実行計画（EACH20XX）に沿って、学校
園の環境教育活動を推進します。 （学校教育推進室）

�東大阪市地球温暖化対策実行計画（EACH20XX）に沿って、学校
園光熱水費の削減に努めます。 （教育総務部）

�ごみの減量化のため、全市域で取り組まれているプラスチック製容器包装
とペットボトルの分別収集を定着させ、地域の集団回収の取組みへの支援
を充実させるとともに、新たな分別システムの拡充を図ります。（環境部）

�家庭や事業所からの温室効果ガス排出を削減するため、環境家計簿
事業のさらなる普及啓発に取り組みます。 （環境部）

公約項目

公共施設の省エネルギー・リサイクルを推進（LED化、
高度処理水の活用など）

�東大阪市地球温暖化対策実行計画（EACH20XX）の各項目を着実
に推進します。 （環境部）

�環境やトータルコストを考慮して、LED器具のほか、空調機器、受
電設備などの省エネルギー機器を採用して公共施設の省エネルギー化
を推進します。 （建築部）

�水資源のリサイクルを推進するため、打ち水活動、樹木への水まきと
いった高度処理水の活用についてPR活動を実施します。（下水道部）

公約項目

地域が元気なまち～工業集積の維持・継承の総合的
な施策を展開

�中小企業が元気なまちづくりを進めるため、「（仮称）中小企業
振興条例」を制定します。 （経済部）

�住環境と工場の操業環境の共生を図るため、「（仮称）住工共生
まちづくり条例」を制定します。 （経済部）

�知的財産の活用を推進し、市内企業が作り出す製品の高付加価
値化を促します。 （経済部）

�市内企業が作り出す製品の高付加価値化をさらに高めるととも
に、「モノづくりのまち東大阪」で生み出されるデザイン製品を
世界に向けて発信します。 （経済部）

�市内企業が作り出す最終製品を「東大阪ブランド製品」として
認定し、国内外へ向け効果的、総合的に情報発信するとともに、
「モノづくりのまち東大阪」の企業の優位性や「東大阪ブランド
製品」が広く認知されるような取組みを進めます。（経済部）

�モノづくりに対する興味を抱いてもらうため、子どものころから
モノづくりに触れることのできる機会を提供します。（経済部）

公約項目

地域が元気なまち～市内製造業が取り組む最先端・
成長分野の技術開発を支援

�産業技術支援センターの計画的な機器整備を進めます。（経済部）
�クリエイション・コア東大阪が「ものづくり支援拠点」として一
層活用されるよう、連携強化と機能充実を図ります。（経済部）

公約項目

ごみのないきれいなまち～都市公園を「やすらぎ交流の
場」として整備（公園愛護会の活動を支援）

�公園愛護会を積極的に支援し、市民の公園利用を促進します。（土木部）
�住民ニーズを踏まえ、都市計画公園再整備基本計画を策定し、計画的
に再整備を進めます。 （土木部）

公約項目

■ 健康に生活できるまちづくり
～�健康トライ２１�で予防重視型社会をめざす

■ 人に優しいまちづくり
～子ども、高齢者、障害のある人を支える地域づくり（福祉はまちづくり）

■ 中小企業が元気なまちづくり
～メイドイン・ジャパンを超える
東大阪ブランドづくりを支援

市内企業の�モノ
づくり力�を世界へア

ピールするパンフレット

■ 暮らしやすいまちづくり
にぎ

～商店街が賑わう、元気はつらつ便利なまちづくり

防
災
訓
練
な
ど
、市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
取
組
み
を
進
め
ま
す

■ 安全安心なまちづくり
～防災、防犯のまちづくりを全国に発信
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活力ある東大阪の改革と再生を進めるため、「市役所を変える」「学校を変える」

「地域を変える」の三つを基本方針とした次のさまざまな事業に取り組みます。

表の見方 公約実現のため、公約項目ごとに市が今後４年間で取り
組む市政マニフェスト事業を記載しています。

中長期財政運営の明確化

�財政規律の確保を図るため、財政運営の基本方針を策定します。 （財務部）

�公有財産の効率的・効果的な管理・運用を図るための公有財産管理システムを
構築します。 （財務部）

�新公会計制度を含めた他の方式の調査研究を継続し、財務情報に関する公表の
精度向上をめざします。 （財務部）

公約項目 市民の立場に立った市民対応～市民に信頼される市役所に

�市民対応の向上を図るため、研修などの事業を実施し、各職場での取組み
を促進します。 （行政管理部）

公約項目

行財政改革のさらなる推進

�新集中改革プランの各項目を着実に推進します。 （経営企画部）

�外郭団体が担っている事業を精査し必要に応じた見直しを行いながら、統廃合
などを計画的に推進します。 （経営企画部）

�各所属での徴収業務を支援するとともに、債権管理条例、債権管理マニュアル
を策定するなど、市の徴収力の強化に努めます。 （未収金特別対策室）

�市税の未収金の解消に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑止します。（税務部）
�国民健康保険料の未収金の解消に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑止
します。 （市民生活部）

�生活保護費返納金の未収金の解消に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑
止します。 （福祉部）

�母子寡婦福祉資金貸付金返還金の未収金の解消に努めるとともに、新たな未収
金の発生を抑止します。 （子どもすこやか部）

�保育料未収金の解消に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑止します。
（子どもすこやか部）

	
市営住宅家賃の未収金の解消に努めるとともに、新たな未収金の発生を抑止
します。 （建築部住宅政策課・住宅改良室）

�医療費などの未収金について、回収に努めるとともに、新たな未収金の発生を
抑止します。 （市立総合病院）

�奨学金返還率の向上のため、奨学金の滞納回収に努めるとともに、新たな未収
金の発生を抑止します。 （学校管理部）

入札の競争性、公平性、透明性を高め、事業者の利便性の向上や事務の効率化
のため、電子入札（一般競争入札）の浸透と拡大を図ります。 （財務部）

�工事・物品購入にあたり市内企業・業者への優先発注（下請け発注・資材調達
・市内雇用などを含む）をさらに推進します。 （財務部）

�上下水道の業務統合、下水道事業の地方公営企業法全部適用、庁舎の統合につ
いて総合的に検討します。 （上下水道局）

公約項目

ボランティア活動支援強化

�「東大阪市市民活動情報サイト（スクラムは～と）」
を活用し、市民活動の活性化と協働を促進します。

（協働のまちづくり部）

公約項目

職員パワーアップ人事政策の推進

�人事政策実施プランの各項目に取り組み、人材育成、職員の能力活用の仕
組みを確立します。 （行政管理部）

�民間経験者の活用が有効な業務などの検討を行い、採用を実施します。
（行政管理部）

�女性管理職３０％の目標達成をめざします。 （行政管理部）

�第３次男女共同参画推進計画における各種審議会の女性委員の参画率の目
標値４０％をめざします。 （人権文化部）

�職員の市内在住奨励策の実施を検討します。 （行政管理部）

�「任期の定めのない短時間勤務制度」の早期の制度化を国に要望します。
（行政管理部）

公約項目

公共施設の配置および管理方法の最適化を図り、利用者サ
ービスの向上と管理コストの削減

�ファシリティ・マネジメントについて調査研究を進め、本市に適した推進手
法を検討し、公共施設マネジメントの基本方針を定めます。（経営企画部）

�老朽化や耐震問題などの課題を抱える東地区の公共施設について適正な配
置と効率的な管理運営を検討し、課題解決を図ります。 （経営企画部）

��東大阪市営住宅ストック総合活用計画に基づき市営住宅の集約建替えを
促進します。
市営住宅長寿命化計画を策定します。（建築部住宅政策課・住宅改良室）

公約項目

窓口業務の市民の利便性向上

�行政サービスのワンストップ機能を拡充します。 （市長公室）

�業務の委託化などにより窓口業務のサービスの向上を図ります。
（経営企画部）

�市内に旅券（パスポート）の申請・交付窓口を設置します。（市民生活部）

公約項目

東大阪新都心（長田・荒本地区）のさらなる活性化促進

�大阪府などとの連携を強化し、新都心地区を整備します。
（建設企画総務室）

公約項目

開かれた学校園づくり～地域と連携で学校運営

�学校協議会からの提言や助言を受けて、学校園の運営を改善し、その状況を公表します。
（学校教育推進室）

�地域教育協議会の活動が、家庭教育・学校教育活動へ重点的に展開できるよう支援します。
（社会教育部）

�地域活動の場として活用可能な教室を開放します。 （教育総務部）

公約項目

未来を見据えたハイレベルの「知・徳・体」教育創造

�児童・生徒が本物の文化芸術にふれる機会を拡充します。 （学校教育推進室）

�生徒のニーズに応じたクラブ活動の運営や専門的に指導できる人材の支援など、クラブ活動の活
性化に向けての支援を強化します。 （学校教育推進室）

�食に関する指導の全体計画に基づいた「食育」の指導・授業を増やします。 （学校教育推進室）

�地産地消食材の調達、食器の更新、保護者の啓発など、子どもたちに最も身近な「食育」の教材
として、学校給食を充実させます。 （学校管理部）

�児童・生徒のコミュニケーション能力を育成し、異文化に対する理解を深め、中学校における英
語力の向上を図るなど、グローバルな人材育成を目的とした英語教育を推進します。

（学校教育推進室）

�全国（大阪府）学力・学習状況調査の平均正答率を向上させるため、学力向上対策学校支援事業
を実施します。 （学校教育推進室）

�中学校で学校給食を実施します。 （学校管理部）

�小学生の熱中症予防のため、普通教室にドライミストを計画的に整備します。 （教育総務部）

公約項目

家庭との連携で学力向上

�「早寝・早起き・朝ごはん」運動を推進します。 （社会教育部）

公約項目

「特別支援教育」の推進

�障害のある子どもに対する学校園での支援を一層充実します。 （学校教育推進室）

�障害のある子どもや子どもの発達上の課題への対応のため、相談機能を充実させます。（教育センター）

公約項目

地域の力で学校規模適正化を推進

�学校規模適正化を図るため、「学校規模適正化基本方針」の説明会を校区の保護者、地域住民に実
施し、統合委員会を設立するなど、統合校の開校をめざします。 （学校管理部）

公約項目

地域が元気なまち～市民と協働でま
ちづくり（市民パワーの組織化）

�地域別計画の推進を図るため、その担い手となる
市民の理解を得るとともに、全庁的な協働にかか
る取組みを強化します。（協働のまちづくり部）

�市民の自発的な意思によって組織される「（仮称）
地域まちづくり協議会」の設置を促進するなど、
東大阪市版地域分権を推進します。

（協働のまちづくり部）

�協働の推進を担う職員を選任し、市民との協働に
向けた全庁的な体制整備を進めます。

（協働のまちづくり部）

�団体の自立や組織力の強化を図るため「まちづく
りコーディネーター」を育成します。

（協働のまちづくり部）

�花とみどりいっぱい運動を推進することにより、休
耕や耕作放棄となっている農地に花の栽培を促し、
市内の農空間と環境の保全を図ります。（経済部）

�大阪府が指定する農空間地域において、地域住民
が主体的に取り組む耕作放棄地などの解消事業（抜
根・学童農園・体験農園など）を支援し、里山の
景観保全を図ります。 （経済部）

�地域の緑化活動の中心となる人材（緑化リーダー）
を育成します。 （土木部）

�緑化リーダーを中心に、駅前広場や庁舎周辺とい
った公共施設などの緑化を進めます。（土木部）

公約項目

■ 市役所を変える～市民に役立つ市役所に

■ 地域を変える
～地域の福祉・教育
ネットワークを確立

■ 学校を変える～限られた財源を教育へ重点的に配分




